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シンハラ語話者とタミル語話者の家庭での会話における 
コードスイッチング
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要旨　スリランカは南アジアに位置する多民族・多言語国家であり、シンハラ族、タミル
族、ムスリム族が自らの母語であるシンハラ語、タミル語を話し、共通言語としての英語
も使用している。当然のことながら、どの言語を使用するかは話者の母語や家庭、教育、
職場などによって異なり、会話の状況や話者の目的によっても異なる。一方で、共通言語
としての英語はCS（コードスイッチング）の機能を果たすことにより、多民族・多言語国
家におけるコミュニケーションの円滑化という大きな役割も担っている。
　そこで筆者は英語のCSに着目して、マジョリティであるシンハラ人とマイノリティで
あるタミル人の間で、どのような状況下でCSが使用されるのかを明らかにする。スリラ
ンカのシンハラ語話者とタミル語話者の家庭で家族が全員集まる場面を設定し、自然会話
収録及び録画調査を行った。その結果に基づき、シンハラ語話者とタミル語話者の家庭で
の場面における言語使用状況について考察する。
1 ．スリランカの概要
　南アジアインド南部に位置する島国スリランカは多言語社会であり、多くの人が多言語
話者である。人口約2001万人（2007年推計）、面積65,607平方キロメートル（北海道の約
8 割）で、1972年まではセイロンと称しており、現在もこの国がある島をセイロン島とい
う。1972年にスリランカ民主主義共和国と改称した。スリランカに居住する主な民族は、
シンハラ族、タミル族、ムスリム族（スリランカ・ムーア系ともいう。アラビア語を使用
していたムスリムの移住者の子孫。現在は、主にタミル語を使用する）であり、それぞれ
の人口比は、74.9%、15.4%、9.2%である。それぞれシンハラ語・英語・タミル語の 3 言
語を使用している
　またバーガー、マレー、先住民のヴッダーも居住している（林田2002、加納2006）。宗
教については仏教徒（70.0％）、ヒンドゥ教徒（10.0％）、イスラム教徒（8.5％）、ローマン・
カトリック教徒（11.3％）である。首都はスリ・ジャヤワルダナプラ・コーッテ（Sri Jay-
awardhanapura Kotte）である（日本国外務省ホームページ）。
　スリランカは、その歴史的、地理的、宗教的要因により様々な民族、宗教、言語が存在
する複合社会である。言語はシンハラ語とタミル語が公用語として定められている。これ
に英語を含めた 3 言語が教育機関、行政機関が用いる言語として認められている。それぞ
れの民族はシンハラ語・英語・タミル語の 3 言語を使用しており、それらを状況に応じて
コードスイッチング（以下CS）している。
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2．先行研究
2.1　スリランカの言語使用状況に関する先行研究
　スリランカは1815年から1948年までイギリスの植民地であり、その時から英語の使用が
始まった。プリヤンタ・ラタナーヤカ（2010）によれば、現在でも英語は学校教育の中で
強く影響を与えている。
　スリランカは1948年に宗主国イギリスから独立したが、英語は1956年まで公用語であっ
た。独立前から「スワバーシャー（自国語）運動」が存在したが、1956年に政府が「シン
ハラ唯一政策」を打ち出し、シンハラ語のみを公用語とする方針を打ち出した。それに対
しタミル人は、政府の方針は同化政策であるとし、タミル語の公用語化とタミル人の多い
北部州、東部州の自治度を高める連邦制を要求した。最終的に1988年の憲法改正によって
公用語としてシンハラ語とタミル語が法的に平等となった（林田2002）。
　その一方で、依然として英語能力は教育的、社会的背景の指標であり、現在に至るまで
政治的、経済的、文化的に重要な言語である（阿部1989）。「スワバーシャー運動」世代と、
現代の10代、20代の若い世代との間には英語の使用頻度において大きな差がある（加納
2006）。これは、現在のインターネット環境の普及も影響しているだろう。
　言語使用の実情は憲法上の規定と必ずしも一致しておらず、1956年のシンハラ語オン
リー公用語法の制定後も貨幣、切手、道路標識、公式文書、ラジオ放送等においてはシン
ハラ語、タミル語、英語の 3 言語が使用され続けていた。現在、印刷物の言語別状況に関
しては、シンハラ語で109紙、タミル語で33紙、英語で23紙、バイリンガルで 4 紙の新聞
が発刊されている。さらに学校教育では、1930年代から1940年代に教育言語としてシンハ
ラ語とタミル語を使用するようになり、1960年代からは大学でも使用されるようになった。
学校教育で習得される英語力に関しては、独立後の公用語政策によって著しい低下が報告
されている。
　スリランカでは1983年から2009年まで少数派タミル人の反政府武装組織（LTTE）との
内戦があったが、タミル人とシンハラ人の日常の関係を悪化させた訳ではない。
　スリランカのタミル人は、スリランカ・タミルとインド・タミルの 2 グループに分けら
れる。インド･タミル人は英領時代に紅茶プランテーション労働者として来島し、スリラ
ンカとインドの両国政府から市民権を拒否された。またコロンボなどで活動する人々も多
い。タミル人は、居住地域によって、カーストの影響も大きく受けている。川島によると
「スリランカでは支配カーストの政治的、経済的な影響力は、その数の力によってさらに
補強されてきた」（川島2008：34）という。
　Coperahewa （2009） は、スリランカの言語計画の状況に関する歴史的、社会的、政治的
環境を論じた。時間的には植民地時代から植民地後の時代をカバーし、とりわけ公用語と
してのシンハラ語に力点を置いた。言語計画はしばしば言語をめぐる争いの解決を目指す
ものだが、同時に争いをももたらす。
　Wiley （1996） は、独立後の言語計画に下された意思決定は、言語の問題の解決に失敗し
たのみならず、むしろ、社会、民族、政治の全領域で新たな問題を生み出した、としてい
る。他の東南アジア諸国と同じように、植民地後のスリランカにおいても、言語が権力闘
争の武器として使われた。前述のように、一定の社会・政治的、経済的、言語的条件の下
では、「言語は、政治的目的のために動員され、紛争の源泉となりうる」（Dua1996: 6 ）。
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言語的ナショナリズムの高まりは、一方ではコミュニケーション、教育および統治・管理
の媒介としてスリランカの再生をもたらしたが、他方では、シンハラとタミルの間の政治
的、民族的な争いをもたらした。
　シンハラ語のコーパス計画については、シンハラ語の公用語としての育成を狙った政府
と個人両方の言語計画活動があった。1955年と1965年の間に公用語省によって実施された
コーパス計画活動によって、シンハラ語は「公用語」としてのその広範な役割と新たな機
能に対処することができた。すべての言語がそうであるように、現代言語としてのシンハ
ラ語は、国家的文脈において現代のコミュニケーションのニーズに応えなければならない。
今のところ、語彙の拡張の結果、シンハラ語は指示と伝達の効果的な手段となっている
（Coperahewa 2009）。
　また、Fernado（1977）の調査では、スリランカの 2 言語話者の言語使用は職業や階級に
よって、以下の 3 つのグループに分かれることを指摘している。まず、第 1 のグループは、
主に英国式生活様式を持ち、民族に関わらずほぼ同じ話し方をする。法律家、医学、教育
に関する職業行政機関など社会的階級の高い人々で構成されている。第 2 のグループは、
農場労働者、中流階級の人々で構成されている。彼らは外国語として習得した英語能力が
非常に高い。しかし、グループ中でのシンハラ人とタミル人の英語の発音は全く異なって
いる。第 3 のグループは、学歴・経歴は第 2 グループの人々と同じだが、彼らは流暢に英
語を話せず、彼らの英語使用は学校の英語の授業に限られている。社会的格差を減らすた
めに英語教育に力を入れ始めているという現状がある。
　さらに林田（2002）は、使用言語が民族別に分かれる傾向にあるとしている。林田によ
ると、一般的にシンハラ人はシンハラ語、タミル人・ムスリム人はタミル語を用いる。ま
た、シンハラ語とタミル語のバイリンガルは、少数派が多数派の言語を習得するほうが経
済的にも社会的にも有利であることから、タミル系に多い。一方、英語話者は全人口の約
10％であるという。
　シンハラ語はインドヨーロッパ語族インド・イラン語派インドアーリア諸語に属してお
り、基本語順はSOV型である。タミル語も基本語順がSOV型であるが、ドラヴィダ語族に
属する言語である。シンハラ語母語話者にとって、タミル語は文法が少し似ているし、同
じような語彙も多くあるので勉強するのは比較的容易と思われる。しかし、一番便利で有
益である英語は文法も異なっており、習得はあまり容易ではないと思われる。
　今までにスリランカの言語使用状況についての調査はあるが、スリランカ全国の地域別
で調査した研究はない。また、先行研究には言語使用状況についてのアンケート調査に加
えて自然会話を録画・録音した研究はない。特に、民族別母語と共に、英語へのCSを行
うことなどについての調査はまだ行われていない。
2.2  コード・スィッチング（以下CS）に関する先行研究　
2.2.1　 CSの定義に関する先行研究　
　CSについて、Gumperz （1982） は、「二つの異なる文法システムあるいはサブシステムに
属する言語の一節を、ことばの一連のやりとりの中で並置すること」と定義づけている。
しかし、言語の切り替えについては、その特徴により、異なる用語も使われている。個人
の言語選択による言語交代には、CSの他に「借用（borrowing）」「混用（mixing）」という
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区別がある（訳:岡1997）。借用は、形態素的、音韻的にベースとなる言語に組み込まれ、
その一部となった単語を指す（Grosjean 1982; Gumperz1982; Poplack1980）。また二言語能
力を前提とせず、一言語話者にも使われるが、CSは二言語の能力が無いと使われない
（Myers-Scotton 1990）。混用は、借用と同じく、文中の単語レベルの切り替えであるが、
特にベースとなる言語能力を補うために使われる言語の切り替えを指す。またベース言語
と形態素的･音韻的に一致しない点はCSと共通するが、他の言語の代用にしか過ぎない点
では、言語交代自体にコミュニケーション上特別な意味を持つCSとは異なる（Bokamba 
1988; Sridhar and Sridhar 1980）。
2.2.2　CSのタイプの分類に関する先行研究
　一般的には、「交代による」 （alternational） CSと「挿入による」 （insertional） CSは、「発話
または文章の間で交代する言語」と「言葉または語句を特定のベース言語またはフレーム
言語の中で形成される発話または文章に挿入するもの」として区別されている（Muysken 
2000a）。それ以前には、Poplack （1980）によるとCSのタイプの代表的な分け方として「付
加的CS （tag switch）」、「文間CS （intersentential switch）」「文中CS （intrasentential switch）」 （田
崎2006訳）があった。田崎（2006）によれば、「付加的CS、文間CS、文中CSの区別は常
に明確ではない」という。
　従って、形式だけでなく、発話意図、機能、前後の発話との関連などを考慮しなければ
区別することができないということである。
2.2.3　会話分析によるCSの先行研究
　Nishimura（2009）は、トロントに居住する日本人二世のグループ内のスピーチ・レパー
トリーで観察される 3 つのバイリガル・スピーチ類型のそれぞれにおいて、スイッチされ
る要素の構文上のカテゴリーを特定した。CSの 3 つのはっきりと識別できるパターンを、
3 つの日本語／英語のスピーチ類型の中で明らかにしている。「基本的に日本語の類型」
では、談話標識と感嘆詞とともに英語の名詞が圧倒的に観察された。「基本的に英語の類型」
では、日本語の表現と文章の発生が散発的に観察される。「英語と日本語のミックス類型」
では、 2 つの言語の文章環境の中で種々の構文上のカテゴリーを伴いながらスイッチング
が発生する。CS （種々の構文上の要素のスイッチング）は 2 つの言語がともに使用される
ミックス類型で起き、借用（名詞の）はあるベース言語が存在する類型の中で発生する。
したがって、CSの発生は類型論的に制約されるものではない。借用は異なる語順の 2 つ
の言語が出会うときにCSの代役を果たすものではないと述べている。
　中谷（2006）は、ジャカルタに住む客家系のインドネシア華人の協力者Kay （仮名）を
核とし、 3 週間の間にKayとその生活にかかわりを持ったすべての華人との日常の談話を
対象として、CSがどのように起こり、それが話題や参与者の位置づけをどう変えるもの
なのかをCSを相互作用の社会言語学の核組で分析している。
　参与者に注目してCSを分析した結果、参与者とのコミュニケーションを円滑に進める
ために、ある時は相手が理解していないことを悟り別のことを繰り返し、ある時はやりと
りに加わっていない参与者の存在を意識していることを示すためにその参与者の母語を選
択し、その時々の文脈と相互作用に応じてコードを選択している。
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　つまり、コードを切り替える「場」は、常に公私や話題などの背景的要素のみで予め決
められているものではなく、「いま、ここ」での相互作用で構築される文脈と参与者の要
素によっても、その都度変化するものだといえるのである。
　藤村（2013）は、イギリスに住むバイリンガルの日本人の会話で使われているCSとコー
ドミキシングを分析した結果、以下の事項が確認できたとしている。
　 1 ． 語彙の選択は、話者の属する社会とその中での出来事に深く関連しており、話者の
イギリスでの生活を述べる際に英語の語彙のスイッチングは欠かせないものとなっ
ていた。
　 2 ． 様々な出来事を友達に伝える際、イギリス人達がどのように言ったのかを英語でそ
のまま伝えることで、発話の内容を強調し、さらに発話に対する話者の印象も示唆
している。
　 3 ． 英語の発話に日本語の語彙を補うことで、使い慣れた日本語特有の意味を発話に含
ませていた。
　陳（1999）は、台湾において大多数を占める台湾中国語と台湾語の二言語話者を対象に、
相手や場面によって起こる言語の切り替え現象の「場面によるCS」の要因を研究している。
その結果、言語の切り替え現象の最も重要な決め手になるのは親疎関係であると結論づけ
た。しかし、それだけでは説明できず、性別や年齢といった話者の属性から、その場所や
相手、その状況によってさまざまに変化することから、この研究をさらに発展させ具体的
な例文を用いた実態調査や話題におけるCSについて考察する必要があるとしている。
　宮原（2011）は、日本語英語バイリンガル大学生10人にインフォーマントとして協力を
得、会話記録を資料としてCSの機能的分析を行った。
　先行研究が既に提示していた 5 つの機能、①構成に関する機能、②意味に関する機能、
③相互作用機能、④文体的効果機能、⑤言語習得に関する機能がこの会話記録にも見られ
た。また、筆者が仮定した 3 つの機能、⑥若者意識共有の機能、⑦ことば遊びの機能、⑧
CS使用合図の機能もこの会話記録に見られることを確認した。
　宮原はこれら 8 つの機能を分析した結果、 8 つの機能を次の 3 つに集約している。一つ
目は、構成、意味伝達、モダリティ、聞き手の明確化である。二つ目は、アイデンティティ
表現である。三つ目は、CSそのものが会話スタイルの変化に影響力を持つということで
ある。
　陳（2001）は、一方方向で進行しているCSの概念を提起している。それは、 2 言語が
相互的にCSすることなく、一つの言語からもう一つの言語へ一方的にCSすることであり、
自然会話資料を基に分析していくと、 2 種類の一方進行CSが観察されるとしている。 1
つは中国語の基本構文から台湾語へ切り替える方向のみである「感声的な語1）」CSである。
もう 1 つは台湾語の基本構文に中国語を挿入することによる「語」 CSである。選択機能分
法による対照的な考察を方法として、CSによる機能的な分業を明らかにしている。
　尚、この研究では初対面の 2 人の人物に面調査を依頼し、 5 回計60分にわたって 5 つの
話題について会話してもらい、それを録音したものに基づいて解析している。
　ソーヤー（1996）は、二人の日英バイリンガルの子供のCSについて、形態と機能の両
　　　　　　　　　　　　　　　　
1 ） 陳は、おおよそ“感情のこもった語”の意味でこの言葉を使っている。
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側面から分析した。親の言語選択が子供の言語使用のパターンに影響を及ぼすかどうか、
また子供のCSにどのような形態的、機能的特徴があるのかを調査した。
　形態的な側面については、”equivalence constraint”, “free morpheme constraint”, “dual struc-
ture principles”という 3 つのCSに関する制約が日本語と英語のような形態の異なった言語
についても働くのか検証を試みた。そのうち初めの二つについては反証し、残りの一つに
ついはその有効性を確認した。機能的側面に関しては、語用論的立場から解釈を行った。
その結果、親の言語選択ストラテジーは、子供の言語使用のパターンには余り関係なく、
むしろ話す相手によって左右されるとした。
　白水（2013）は、韓国・中国・日本・香港において行われている英語の授業内でのCS
の実情を調査した。CSは、翻訳、意味の明確化、生徒との関係を確立するための社会的
な機能を有しており、教室での交流における有効な戦略であることを明らかにしている。
白水は、教師にとってCSを授業に取り入れる際の隘路を示した上で、これらの隘路を克
服するために、以下の施策が実施されるべきであると述べている。
　①　 教師がより効果的にCSができるようにするために、まず、それぞれの学校におい
て実情に応じたCSのガイドラインを確立し、それを都市/県レベルへ、さらには国
の言語政策へと高めていく。
　②　 CSの効果を明確に測定するために、より長い期間にわたる同じクラスを対象にし
た長期的な研究を実施する。生徒の英語力の向上を検証する手段としては、TOEIC
やEIKEN（日本のみ）がある。
　③　長期間にわたるCSの有効性が実証されれば、当局の考えも変わるであろう。
3 ． 筆者による現地調査
3.1　現地調査の概要
　スリランカの言語使用状況を調べるために以下のような現地調査を行った。
　スリランカでは、日常生活でもシンハラ語・英語・タミル語の 3 言語が使用されており、
それぞれは状況に応じてCSされている。しかし、いつ、どの言語を使用するかは話者の
母語や家庭、教育、職場などによって異なり、マジョリティであるシンハラ人とマイノリ
ティであるタミル人の間にも相違があると予想される。そこで、異なる場面でどの言語が
使用されているか、年齢や学歴、社会階層による影響があるかを調べた。
　また、スリランカ社会では学校教育の場面だけでなく、日常生活においても英語が多く
使用される。そこで本研究は、英語の使用実態や浸透状況を調べることにより、英語の必
要性及び母語に対する影響をも考察する。
　本稿では、スリランカで行った現地調査（アンケート調査と自然会話収録）の結果およ
び西部州のシンハラ語話者とタミル語話者の言語使用状況をそれぞれの家庭内の会話から
考察する。
3.2　アンケート調査
　日本でのパイロット調査のデータをもとに、2011年 1 月20日から2011年 2 月23日まで現
地スリランカで全 9 州のうち 8 州でアンケート調査を行った（サジーワニー2012）。真の
言語使用状況を調べるためには、様々な状況に置かれた人について調査する必要がある。
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そのためにスリランカ全土で調査を実施した。それによってスリランカ人の使用言語状況
を明らかにした。
3.2.1　アンケート調査の方法
　質問項目を立ててシンハラ語、タミル語で調査表を作成した。コミュニケーションを行
う場面を後述の 4 場面に分け、質問項目を立ててアンケート調査を行った。
　また、アンケート調査に協力してくれた調査対象者の中から一つの州で約10人を選びイ
ンタビューを行った。インタビューにはシンハラ語、英語、タミル語、3 言語を使用した。
スリランカのシンハラ族、ムスリム族、タミル族を対象にした本調査では、どの場面でど
の言語を使用しているか、場面や学歴、社会階層によって使用言語が異なるかについて調
査した。
3.2.2　アンケート調査の対象と場面
　それぞれの地域の調査対象者をシンハラ族、タミル族、ムスリム族に分類した。職業は
教師、大学教員、医者、エンジニア、看護師、農業従事者、銀行員、警察官、郵便局員、
会社員、学生、主婦、高齢者である。525人の内訳は、女性234名、男性291名である。シ
ンハラ語母語話者は328名、タミル人タミル語母語話者83名、ムスリム人タミル語母語話
者は114名であった。
　アンケート調査を行う際は調査対象を前もって選ぶことになるが、本調査では、調査者
が、それぞれの地域で直接、学校、郵便局、病院、銀行などに行き、その場で調査するこ
とを伝え、各調査個所の責任者から許可をもらって調査を行った。
　データを分析するにあたり、コミュニケーションを行う場面として設定した 4 つの場面
は以下の通りである。
　 1 ．家庭での場面：家庭における朝と夜の食事などの日常生活について
　 2 ．学校での場面：部活動
　 3 ．職場での場面
　 4 ．社会での場面：市場、スーパーマーケットで買い物する場面、銀行、病院、郵便局
3.2.3　アンケート調査のまとめ
　アンケート調査のデータに基づいて、スリランカのシンハラ語話者とタミル語話者の言
語使用状況を見ると、住んでいる地域や場面によって、使用する言語が異なることが分かっ
た。シンハラ語話者は家庭の中でもコミュニケーションを行う時に、シンハラ語だけでな
く英語にCSすることが多い。教育レベルが高いほど、シンハラ語話者もタミル語話者も
英語をよく使用する。
　調査を通して、特に西部州、中部州、南部州、ワヤンバ州のシンハラ語話者は、どの場
面でも母語シンハラ語と英語の 2 言語間でCSを行っていることが見られた。また、ウバ
州のシンハラ語話者もシンハラ語と英語の 2 言語を使用しているが、学校や職場場面では、
さらにタミル語を含めた 3 言語を使用している。年配者よりは中年層のシンハラ語話者の
方が英語へCSすることが多い。西部州の年配者、特に専門職の人は、社会的地位などに
よる環境の影響で家族の中でシンハラ語と共に英語もよく使用する。
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　また、首都に住んでいる人はいろいろな人と接触する機会があるため、どの場面でもシ
ンハラ語だけでなく英語にCSをするのが一般的である。しかし、ウバ州のシンハラ語話
者は、英語に接触する機会がほとんどないため、祖父母に対してシンハラ語と英語のCS
を行うようなことは見られない。一方、シンハラ語話者は家庭の中で両親や兄弟姉妹とコ
ミュニケーションを行う時も英語とシンハラ語のCSをよく行う。インタビューをした時
に、西部州に住んでいるシンハラ語話者の多くはタミル語ができないので、タミル語話者
と接触する時に、言語問題が起きるという人が多くいた。
　家庭内場面では、タミル語話者が祖父母と話す時にはタミル語だけを使用する。しかし、
3 言語間のCS使用の割合はシンハラ語話者より、タミル語話者の方が多かった。このよ
うに、シンハラ語、タミル語、英語間のCSは、母語・場面・地域・民族・年齢によって
変化することが分かった。
　今回の調査では、どの民族でも、地方や職業、首都に近いかどうかによって、日常生活
の中で、それぞれの母語とともにどの程度英語が使用されるのかが異なることが明らかに
なった。また、家族や友達同士のような間柄では英語と母語とのCSをしながら使うとい
う報告が多かった。
　以上のように、アンケート調査から英語の優位性が明らかになった。スリランカ社会で
は、母語ではなくあえて英語で話すことで自身のプライドを見せようとし、母語以外に英
語を使用している。そこでは、母語以外に英語を話せることが、より社会的階層の高い仕
事に就け、経済的に豊かになれるということも関係している。英語は自らの母語よりも上
位である言語として社会的に認知されていることが、CS を引き起こす原因になっている
のである。言語ヒエラルキーの構図として、英語＞シンハラ語＞タミル語という序列が考
えられる。さらに、大学教育を受けるか否かによって教育レベルに大きな差が生まれ、大
学教育を受けた人は母語以外に英語の使用頻度が多くなることが仮説として導かれる。
それを実際に調べるために、自然会話の調査を行った。
3.3　自然会話の録画及び録音
　シンハラ語話者とタミル語話者の言語使用状況について実際の生活場面での会話に基づ
いた分析を行うため、2013年 1 月に自然会話の録画および録音調査を行った。西部州のシ
ンハラ語話者とタミル語話者を対象に、家族全員が集まる場面を録音・録画した。調査対
象者は、西部州のシンハラ語話者同士の夫婦の家庭、及びシンハラ語話者とタミル語話者
の夫婦の家庭を選び、それぞれの家庭15軒で自然会話調査を行った。職業としては、エン
ジニア、大学の教授、銀行員、学校の先生、サラリーマン、ビジネスマン、主婦、農家従
事者（英語の教育を受けていない可能性が高い）を含んでいる。
3.3.1　シンハラ語話者：グループⅠ
　調査対象者は、西部州のスリランカ人 3 名（SM1、SF1、SF2）で、全員が同じ家庭の
シンハラ語母語話者である。
　シンハラ語母語話者の家庭の組み合わせとそれぞれの属性は以下のとおりである。
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【表 1 】
参加者 性別 年齢 出身地 居住地域 学歴 所属（職業）
SM 1 男の子 10歳 ウバ州 西部州 小学校 生徒
SF 1 母 40歳 西部州 西部州 大学 役員
SF 2 女の子 12歳 西部州 西部州 中学校 生徒
　SF1は家族の母である。SM1とSF2は、同じ家族の子供である。
　SM1：シンハラ人男性　 1
　SF1：シンハラ人女性　 1 　　　　　SF2：シンハラ人女性　 2
　家族全員がそろった時間帯を考え、子供が学校から帰宅後30分程度録画・及び録音した。
【表 2 】文字化の規則
ｘｘｘ 聞き取れない部分
（笑） 笑った部分
、 ごく短いポーズ
― 直前の母音の引き伸ばし
／／ 重なった部分
↑ 上昇イントネーション
会話 1 ：ご飯を食べるように母親が子供に話しかけている
（シンハラ語該当部分は、一重下線部で示す）　　
話者 発　　　　　　　　　話
SF 1
001
p
息 子
utha—d
娘
uwa—　why don’t you have your  lunch?
　　　　　 　　お昼ご飯食べたら？
SM 1
002
b
お腹すいて
adagini n
いない
e   （笑）　I’ll eat later
　　　　　　　　 　後で食べる。
SF 2
003
m
私 は
atath b
ごはんを
e k
食べません
anne
SF 1
004
O.K. h
はい
a-
－
o
あ な た
yatak
食 べ る
annak
好 き な 時 に
emathivelawakak
食 べ て
anna.
分かったわ、好きな時に食べなさい。
Tell me what happened at school today.
今日、学校はどうだった？
　SF1は、シンハラ語で子供に呼びかけている。その後、英語にCSを行っている。
　SF1の質問に対してSM1は最初にシンハラ語で答えてから英語にCSを行っている。SF2
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はシンハラ語のみで返答をする。その後、ご飯を食べることについてSF1は、SM1とSF2
に英語で「O.K.」と短い答えをし、その後シンハラ語に切り替えている。シンハラ語で長
い答えをした後で、会話の流れが別の話題（学校の話題）になる時に、英語でCSを行っ
ている。
　この会話では、シンハラ語の文内部のCSと文単位のCSが行われている。
・親しい間柄を呼ぶ時のCS
putha—duwa—　　why don’t you have your  lunch?
息子―　娘―　　 お昼ご飯食べたら？
　例 1 では、上の文のように、一番親しい間柄である家族メンバーにシンハラ語で呼びか
け後に英語にCSをしている。
・最初の返答の時のCS
badagini ne （笑）　　I’ll eat later
お腹すいてないよ。　 後で食べる。
　会話のなかで、最初に返事をするときは、母語であるシンハラ語を使い、その後英語に
CSしている。ここからは、「最初の返事は使い慣れた母語で返事する」という傾向が読み
取れる。あるいは、もっとも言いたいことが最初の返事で現れると考えるならば、「もっ
とも言いたいことを母語で言う」と考えることもできるかもしれない。
・話題の変更の時のCS
　004で、SF1（母親）が、ごはんを好きな時間に食べなさいとシンハラ語で言ったあとに、
学校の様子を英語で聞いている。これは、「話題の変更のときにCSが起こっている」と考
えられる。
会話 2 ： SM 1 の学校で自分の髪の毛について話をしたことについてSM 1 は、SF 1 とSF2
と話をしている会話
話者 発　　　　　　　　　話
SM1
005
Every boy asked  what happened to my hair
男の子はみんな、髪の毛どうしたのって僕に聞いたよ。
SF1
006
I
そ れ で
thin （笑） what did you say?
それで、何て答えたの？
SM1
007
I told A
お 母 さ ん
mma cut it.（笑）
お母さんに切られたって言ったさ。
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SF1
008
Naughty fellow, o
あなた
ya k
切っている途中で
apanekota d
逃 げ 出 し た
ivvane、
悪い子ね。あなたは、切ってる途中なのに走り出しちゃったじゃない。
and you put the whole blame on a
お 母 さ ん
mma.
それなのに、全部お母さんのせいにするのね。
SM1
009
o
み ん な
kkomal e
聞 い た
huwa what happened? what happened?
みんなに聞かれたんだ？どうしたの？どうしたのって、
g
先 生
uruthumi asked, a
お兄ちゃんたち
iyya’s asked,
M
どうしたの
okada m
弟さんの
alli k
髪 の 毛
ondetaune, friends asked.
先生も、お兄ちゃん達も「僕の髪の毛どうしたの？」って何度も聞いたんだ。友達も。
so I told what happened、A
お 母 さ ん
mma did it
だからお母さんに切られたって言ったんだよ。
　SM1は自分の髪の毛について学校のみんなに聞かれたことについて話している。
　会話 2 では、文単位のCS と文内部のCS両方が見られる。ほとんど「お母さん」「お父
さん」「お兄ちゃん」、「先生」などの単語をシンハラ語の名詞としてCS が行われている。
・親しい間柄を呼ぶ時のCS
　007では、「母語であるシンハラ語の環境を一番親しい間柄の中では、第二言語には切り
替えない」ということが考えられる。
・最初の返答の時のCS
　006と009は、最初の返答に母語を用いて、その後英語にCS する例だと考えられる。
・繰り返しのCS
　009の会話では　英語で、what happened? とCS を行っているが、その後再び「どうした
の？と訊かれた」というほぼ同じ内容をシンハラ語で繰り返している。
　これは、SM1が学校の先生や先輩や友達などからwhat happened?と実際に英語で訊かれ
て、それをそのまま英語でSF 1 に伝えたと考えられる。しかし、その後、シンハラ語で
繰り返しているのは、「話者であるSM1が一番話したいことを強調するために、母語で話
している」と考えられる。
・語順の変更のCS
　009では、シンハラ語で　（mokada Malli kondetaune）とあるが、これは、VSO （どうし
たの―弟―髪の毛？）という形になっている。シンハラ語の正しい語順としては、SOV
（Mallikondetamokadaune）となる。
128
?????????? 28?
会話 3 ：SF1は、SF2の学校で起こったことについて聞かれている。
話者 発　　　　　　　　　話
SF1
010
A
お姉ちゃん
kki-k
教 え て
iyannako what happened at your school,anything interesting?
お姉ちゃん、教えて、学校はどうだった？何かおもしろいことはあった？
SF2
011
Teacher punished Bhagya.（シンハラ人男の名前）　先生がBhagya君を叱ったの。
E
彼
ya g
殴 っ た
ahuwa Imeshata. （シンハラ人男の名前）　　　
彼はImeshate君を殴ったのよ。
E
彼 は
ya P
かわいそう
a w, A
お 母 さ ん
mma.
彼はかわいそう、お母さん
Bhagya h
とっても
ar i naughty .
Bhagya君はとってもやんちゃなのよ。
SF1
012
Punish k
叱 ら れ た
arapue
こ と
ke h
よ い
ondai.
しかられてよかったわ
SF2
013
v
他 の
ena l
子 供 た ち
amainntath g
殴 る
ahanawa k
と 言 っ て
iyala principal l
連 れ て 行 か れ た
angataeriya.
他の子供達も殴ると言って、校長先生のところに連れて行かれたんだ
SF1
014
e
そ う で す か
hemada. （笑い） is it Achira again?
そうですか、  またAchira君なの？
　会話 3 では、語彙レベルのCSや統語レベルCSなどがみられる。シンハラ語から英語に
CSを行う場合と、英語からシンハラ語にCSを行う場合の両方が見られる。例 4 でも、例
3 と同じように、家族のメンバーなど（お母さん、お姉さん）はシンハラ語の名詞として
CS が行われている。
　SF1がSF2に学校で起こった事について英語で話しかけた時、SF2もその答えに英語で返
している。家のなかでも、普通に会話をしているときに「相手の話しかけた言語に対して
同じ言語で答える」ことがあると思われる。
・親しい間柄を呼ぶ時のCS
　一番親しい間柄である家族メンバーに呼びかけをする時にシンハラ語で名前を呼んだ後
に、英語にCSをしている。「比較的距離がある間柄である、先生や校長先生を呼ぶ時は英
語で呼んでいる。」
・権威が付与された言葉に対するCS
　011と012では、punishという英語が、シンハラ語をメインにした会話のなかで、CS さ
れて使われている。ここでは、学校の先生の「叱る」という行為に対して、母語ではなく
英語を使われているということが興味深い。これは、「学校という教育機関で、権威を持
つ先生が行うことに対して、母語ではなく英語が使われる」と考えられる。
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・形容詞のCS
　011 では、naughtyという形容詞が英語のCS になっている。「日常会話のなかで、good,
　bad、excellentなどの言葉も、英語にCS されて使われることが多い」ということだと考
えられる。
・語順の変更のCS
　011では、SF2がSF1に学校で先生がBhagyaを叱ったことを英語で答えたが、その後シン
ハラ語にCS を行い、Eya gahuwa Imeshata.と言っている。これは、英語の語順（SVO）で
あり、シンハラ語の語順としては、間違いである。それは、前に言った英語の名残を残し
た可能性があるだろう。これについてFUI （フォローアップインタビュー）で確認したと
ころ、シンハラ語の語順を間違えていることが分かったが、意識的に言ったのではないと
いう。
　FUIから考えると、SF2の012の会話では、「英語の影響を受けて、シンハラ語にCSを行っ
た時に統語レベルのCSが見られる」ということになろう。
・学習のためのCS
　この全体的な会話の流れを見ると、SF1が子どもに質問する場合、英語へのCSを行って
いる。その理由として考えられることは、SF1が教育レベルも高いこともあり、「家のな
かで子どもにも自然に英語を話す機会をつくっている」のではないかということが挙げら
れる。
会話 4 ：SF2とSM1のご飯を食べたいという場面
話者 発話
SM1
030
A
お 母 さ ん
mma-、 what time is it ?
お母さん今何時？
a
今日は
da cartoon b
見 た い
alanneo
だけど
ne. 
今日は、アニメを見たいんだけど
What is the time now?
お母さん、いま何時？
SF1
031
t
ま だ
hawa half an hour t
あ る
hiyanawa.
まだ30分もあるよ。
SF2
032
A
お 母 さ ん
mma- b
お 腹 す い た
adaginii-、b
食べたい
atho
なにか
ne
お母さん、お腹すいたから、何か食べたいな。
SM1
033
ma
ぼ く も
tath b
お 腹 す い た
adaginii.
僕もお腹すいた。
But I don’t want b
ご 飯
ath.
でも、僕お米は食べたくないよ。
　会話 4 では、文単位CS と文内部のCS が見られる。また、シンハラ語で動詞を使用し、
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文書の名詞を使用する場合英語にCSを行っているところがある。
・時間を表す言葉のCS
　031では、アニメが始まるまでの時間を表すために、half an hourと英語にCS している。
グループ 1 の会話では、SM1とSF1は、シンハラ語で話している時に、英語にCSを行って
いる場合が多く見られる。会話全体では、分単位と文内部のシンハラ語と英語へのCSを
行っている。
　グループ 1 の会話データを見ると、英語へのCSを良く使用している。これは、「この家
庭が比較的教育レベルが高い環境にあるため英語を頻繁に使用している」ことによるもの
と思われる。
　スリランカでは、家族のメンバーに呼びかける時（母、父、姉、妹、弟など）には、シ
ンハラ語から英語にCSを行われている場合でもシンハラ語で呼ぶのが一般的である。
グループ 1 のSM1は小学生だが、SF2に比べシンハラ語より英語のほうを多く使用してい
ることが見られる。
　SF2の会話を見るとSF1とSM1と違ってシンハラ語をベースにして会話をしている。011
では、SF1がSF2に英語で「what happened at your school, anything interesting?」と質問をした
時に、SF2は英語で答えている。この件について、FUIでSF2に質問したところ、学校で先
生や友達が英語で話をすれば、「自分も相手に対して英語で答える」と報告があった。
　全体的にみると、グループ 1 の話者は相手や場面にあわせて英語とシンハラ語のCS を
していると考えられる。
3.3.2　タミル語話者：グループⅡ
　調査対象者は、西部州のタミル語話者（TM1、TM2、TM3、TF1） 4 名とシンハラ語話
者 1 名SF3）である。調査対象者が全員同じ家庭のメンバーである。SF1はシンハラ語話
者で、TM1の妻である。TM2、TM3、TF1が、TM1とSF3の子供である。
TM：タミル人の男性　　　　TF：タミル人女性
SF： シンハラ人女性
　シンハラ語母語話者とタミル語話者の家庭の組み合わせとそれぞれの属性は以下のとお
りである。
【表 3 】
参加者 性別 年齢 出身地 居住地域 学歴 所属（職業）
TM1 男性 51歳 ウバ州 西部州 専門学校 会社員
TM2 男性 18歳 西部州 西部州 高校 学生
TM3 男性 12歳 西部州 西部州 中学校 学生
SF3 女性 48歳 西部州 西部州 高校 主婦
TF1 女性 14歳 西部州 西部州 中学校 学生
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会話 5 ：テレビを見ながら勉強する場面。
（シンハラ語該当部分：一重下線部、タミル語該当部分：二重下線部・イタリックで示す）
話者 発　　　　　　　　　話
SF3
034
o
そ の
ya T.V.e
を
ka off k
く だ さ い
aranna.
そのテレビを消しなさい。
T.V.on k
ま ま
arala… T.V. off  p
く だ さ い
annu
テレビがついたままになっています…テレビを消しなさい。
TM3
035
A
お 母 さ ん
mma-we are not like you A
お 母 さ ん
mma.
お母さん-私達はお母さんと違って
Ｗe can do many works together.
多くのことを一度にやっていいのです。　
TF1
036
M
弟
alli p
ば か
andityane．　
（弟は）ばかだね。　
you  are  jealous. 
やきもち焼いているんでしょう。
N
あなたは
is
い る
ariyana jealous.
うらやましいんでしょう。
TM2
037
Why not？
なんでダメなの？
A
僕 た ち
pata d
最 近
an u
教 わ る
ganwanne e
そ ん な
hemat
ふ う に
ama.
僕たちは最近そんなふうに（＝一度にたくさんのことをするように）教わっている
んだ。
At one time do more work, but if you can only.
一度にたくさんのことができるんだよ、君にできさえすればね。
　この場面では、TM3とTF1は勉強している。TM3はテレビを見ながら宿題をしていた。
SF3は、TM3の近くに行って最初にシンハラ語でテレビを消すように言った。一回言って
もTM3がテレビを消さないため、SF3は、TM3にタミル語で繰り返しのCSを行ってテレビ
を消すように言ったと考える。SF3はシンハラ語話者で、シンハラ語とタミル語を使用し
てTM3に話しているが、TM3はSF3に英語で答えている。
・繰り返しのCS
　036では、TF1（姉）は、TM3（弟）への悪口を強調するために、英語で弟が自分にや
きもちを焼いていると言ったのちに、CS して、タミル語で同じ内容を述べている。
・形容詞のCS （話者の感情の強調）
　また、036のタミル語の部分は、形容詞のjealousだけが英語に再びCSしている。これは、
グループ 1 でも提示した形容詞のCSだが、「日常会話のなかで特に感情をこめて形容詞を
用いるときにCSされている」と考えられる。
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　英語は、日常から離れた権威が付与された言葉に対するCSの時にも用いられながら、
日常生活のなかで頻繁につかうgood, bad, jealousといった言葉としても用いられる場面が
あり、興味深い。
・メッセージの伝達相手を考慮したCS
　037では、英語からシンハラ語にCSしている。TM2は、TM3と同じ意見、つまり、一度
に複数の仕事が出来るという考え方（この場合はテレビを見ながら勉強をする）を持って
いる。その意見を、SF3（お母さん）に伝えるために、SF3の母語であるシンハラ語にCS
していると考えられる。とくに「話者が強調したいメッセージを伝達するために、相手の
母語にCSをした」と考えられる。
会話 6 ：TM 1 とSF 1 は子供の話をしている会話
話者 発　　　　　　　　　話
TM1
038
a
こ ど も た ち
wangalukku v
す き な こ と
irupamanadu s
いいんじゃないの
eiyattum.
子供たちは好きなことやっていいんじゃないの
a
現 在
dakale l
子 供 た ち は
amaingeh
そんなもの
e t i . e
1 つ の
kamad
こと
e k
し な く て
aralab
い い
ehene
今の子供はそんなものです。一つのことだけをしなくてもいい。
SF3
039
A
お父さん
ppa-
－
n
あ な た は
iingalum p
彼 ら と
illeihelin p
同 じ
akkam.
お父さん-あなたは　彼ら（TM2とTM3）と同じ意見なのね
TM1
040
They are our children. 　
彼らは私たちの子供ですね。
I
彼 ら
wangal e
私たちの
ngal P
宝
assangal
彼らは私達の宝物だよ。
SF3
041
u
私 は
ngalukku k
怒 っ て
opathtill e
何 も
dhum s
言 わ な い
ollavillei.
私はあなたを怒って何も言ってないのよ。
TM3
042
Sorry ma, please sorry ma,　　
お母さん　ごめんなさい、許して。
A
お 母 さ ん
mmma w
と
ukkue
反 対 に
dhirahe s
言 わ な い
ollavillei×××
僕はお母さんに口答えしているんじゃないんだ。
e
僕 た ち
ngalda school l
で も
eel a
習 っ て
ppadithan s
い る
olra-ngal
僕たちの学校でもそう習っているんだよ。
　会話 6 では、会話 5 を受けてTM1（お父さん）がタミル語で「子供たちはできることやっ
ていいんじゃないの」と言って、お母さんに待ってもらうことにする。その後、TM1がタ
ミル語で言った言葉を特に子ども達にもっと理解できるように、「現在の子供はそんなも
のです。一つのことだけをしなくてもいい」と、タミル語からシンハラ語に切り替えをし
たと考えられる。
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・メッセージの伝達相手を考慮したCS
　039ではSF1がタミル語で答えたのに対し、TM1は040で、英語で「彼らは私たちの子供
ですね。」と言った。その後、タミル語のCSをして「彼らは私達の子供だよ。」と同じ意
味の言葉を繰り返している。その理由は、SF 3 と子供たちによくわかるようになるため
だと考えられる。
　042では、TM3は、TM1とSF1は自分のことで言い争いになっているので、SF3に英語で
話しかけてお母さんに謝っている。その後TM 3 が、タミル語で繰り返している。これは、
お父さん（TM1）も近くにいたため、お父さんにも話の内容が分かるようにタミル語の
CSを行ったと考えられる。
・権威が付与された言葉に対するCS
　042でSchoolという英語が現れるが、これは、学校という教育機関で、権威を持つ言葉
は母語ではなく英語が使われると考えられる。
　038では、TM1は、SF3と子ども達に対して、タミル語で話していてももっと分かりや
すくするためにシンハラ語を使用していると考えられる。これに関して、SF3にFUIを行っ
た際、自分はシンハラ語話者で結婚するまでタミル語が全くできなかったといい、主人が
自分と一緒に話をする時に、いつもタミル語で話をしてからその言葉をもっと理解できる
ように、シンハラ語か英語で同じことを繰り返すと言っていた。
・話者の感情の強調のCS
　042では、TM3が、お母さんに対して、お母さんに怒っているのではない、という文脈で、
sorry ma, please sorry ma,　とごめんね、と言っている。一般に会話中の謝る場面でCSが必
ず起こるわけではないので、ここは「特に話者であるTM3が母親に対して強くメッセージ
を伝達したいためにCSした」と考えられる。
　興味深いのは、母親の母語であるシンハラ語にCSしたのではなく、英語にCSした点で
ある。形容詞のCSの箇所で、感情をこめた形容詞が英語にCSする傾向について指摘したが、
ここでも、「話者の感情が強調されるとき、英語が使われる」と考えることができる。
会話 7 ：学校の話
話　者 発　　　　　　　　　話
TM 2
043
A
お 母 さ ん
mma-, m
弟
alli k
言 っ た
iwa d
こと
e tama e
正しい
tta.　
お母さん、弟が言ったことは正しいですよ。
d
現 在
ankalaye h
そ う
ati.
今の時代はそうです。
×××School l
で も
eel teachers k
一 度 に
uud a o
沢 山
renerathtiln
の
erew
こ と
ereihals
す る
eirangal
私達の学校の先生方も一度に沢山のことをしている。
　TM2は、TM3の話内容について自分のお母さんとお父さんに分かるように説明している
と考えられる。最初は、母に対して（SF 3 ）シンハラ語で会話をしている。自分の弟（TM3）
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は学校の先生たちが教えてくれたように行動していると言っている。それは、SF3にシン
ハラ語で説明する方がタミル語で説明するより理解できると考えたからである。
　また、TM2は、043の会話の時にシンハラ語からタミル語にCSをしている。それは、自
分の父（TM1）もこの会話の時に近くにいたため、最近の学校の事情を父親にも説明する
ためにタミル語を使ったのだろう。この会話ではTM2は、シンハラ語とタミル語、両方の
言語を使用している。それは、母親も（SF3）父親も（TM1）話の内容がよく理解できる
ように使用したからだと考えられる。TM2は、この家族の長男で、母親と父親の母語をよ
く使用していると考えられる。
　グループⅡにおけるタミル語話者とシンハラ語話者の家族の会話の流れを見ると、シン
ハラ語、タミル語、英語 3 言語のCSが行われている。
　しかし、グループⅡのタミル語話者の家族と、グループⅠのシンハラ語話者の家族を比
較してみると、タミル語話者はシンハラ語話者より英語のCSを行う機会が少ないことが
見られた。
　この件について、FUIで、タミル語話者であるTM1とSF3に質問をすると、「家族の中では、
子ども達が二つの母語（タミル語とシンハラ語）を自然に話せるようにしたい」、また、「タ
ミル語が分からない場合は理解できるように英語を使用する」と言っていた。
　また、タミル人の子供たち（TM2、TF1）からは「父親の母語も母親の母語も大事にし
たい」、「二つの母語がよくできるように話をできるところは家だけだ」との回答があった。
　グループⅡのタミル人の子供たちはシンハラ語話者の学校に通っており、「学校の中で
は、タミル語を使うチャンスがないので家の中で間違ってもできるだけタミル語を使いた
いし、父親と話をする時にタミル語ができれば嬉しい」と言っていた。この会話で、TM2
は 3 つの言語のCSをよく使用していた。
3.3.3　結果の考察
　自然会話の録画および録音調査の結果から、シンハラ人の家庭とシンハラ人とタミル人
の家庭での以下のようなCS戦略の違いが見られた。
　シンハラ語話者の家族では、母語シンハラ語と英語間でのCSが多く、英語＞シンハラ
語＞タミル語という言語ヒエラルキーが強く働いている。シンハラ語話者の家庭の母親が
英語の優位性に則り頻繁に英語を使用することが、子供達にも影響を与えていると考えら
れる。
　一方、シンハラ人とタミル人の家庭では、母親がシンハラ語話者にも関わらずあえてタ
ミル語と英語を使用している。そこには父親の母語であるタミル語、つまりマイノリティ
の言語のアイデンティティを守ろうとする力が働いている。さらに、子供達もシンハラ語
を話せるにも関わらず、そのCS戦略に影響されタミル語と英語を使用するのである。こ
の家族のなかでは、メッセージを伝達したい相手の母語に配慮したタミル語＞英語＞シン
ハラ語というCS が行われており、英語を上位とするヒエラルキーの構図から相対的に自
由な空間が現れている。
　以上の 2 つの家庭を比較すると、シンハラ人話者の家庭では言語ヒエラルキー、シンハ
ラ人とタミル人の家庭では言語アイデンティティという、 2 つの異なる力が働いているこ
とがわかる。
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　ここから明らかになったCS戦略の背景を見てみる。スリランカの一般家庭では親子の
間でも、シンハラ語の語彙があるにもかかわらず、英語にCSしている。CS のこうした側
面は、植民地宗主国の言語であり世界の共通語である英語と、母語であり日常言語である
シンハラ語という構図から考えると理解しやすい。このような構図を、仮に言語ヒエラル
キーの構図と呼べば、その最も典型的な側面は、「権威を付与された言葉に対するCS 」で
英語が使用される場面である。
　このようにオフィスや学校といった公的空間では、最初に述べたような英語へのCS な
いしは、社会の中のマジョリティ言語へのCS が多用される一方で、家庭空間では、多言
語社会の中のマイノリティ言語が依然として使用されている場合があり、そのことが言語
ヒエラルキーを相対化する意味をもっているのである。したがって、多言語社会の多様性
の維持発展のために、生活空間である家庭がいかに重要な場となっているかが示唆されて
いる。
　インタビューの結果では、マイノリティのタミル人とマジョリティであるシンハラ人の
社会では言語生活をする上で、シンハラ語話者はマイノリティのタミル語を勉強しなけれ
ばならない社会になっていることが分かった。
　本研究では、シンハラ語話者家庭、シンハラ人とタミル人家庭でのそれぞれのCS戦略
の違いが明らかになった。中でも、英語＞シンハラ語＞タミル語という言語ヒエラルキー
が、家庭内で崩されていることが発見されたことは成果といえる。
　また、jealousやsorryなど、日常生活に最も密着した感情を示す場面にも英語が登場して
おり、単に権威に結び付けられた場面や、権威ある言語を学習させようという親の意図で
用いられる場面以外にも英語が登場する現象も見られた。今後はその背景、さらにCSの
機能をより多くの家族（シンハラ人家庭、タミル人家庭）のデータ分析を通して明らかに
したい。
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